
22年第33号             自交労働者情報            2022.10.４ (1) 

（電子版）                    2022年 第33号 2022年10月４日 

                          発行：自交総連本部 

                          〒110-0003 東京都台東区根岸2-18-2-201 
                                  tel.03-3875-8071 
                           fax.03-3874-4997 
                           メール info@jikosoren.jp 
                                 ホームページ→ 

 

全業種の改正案確定、トラックの改正案了承 
改善基準改正第９回専門委員会 12月に告示改正 

 

 自動車運転者の労

働時間等の改善基準

告示の改正を審議し

ていた労政審労働条

件分科会自動車運転

者労働時間等専門委

員会は９月27日、第

９回専門委員会をひ

らき、改正案をまと

めました。遅れてい

たトラックの改正案が９月８日の専門部会でまとまったのを受け、すでに３月にま

とまっていたハイタク・バスの報告と合わせて、全業種の改正案がまとまりました。 

 専門委員会では、今後のスケジュールが示され、今年10月に労働条件分科会に報

告、12月に改善基準告示改正（同時期に通達も策定）、2024年４月から改正改善基

準告示が適用となります。 

 最後にまとまったトラックの改正案は、様々な例外規定が設けられています。た

とえば１日の休息期間については、原則はハイタク・バスと同じ「継続11時間を基

本とし、９時間を下回らない」となっていますが、今までなかった例外が加わり、

長距離貨物運送で泊り勤務の場合は、１週間について２回までは８時間も可（ただ

し泊り勤務終了後12時間以上の休息期間）とされています。 

 原則を崩すような例外を多数設けたのは、審議のなかで使用者側が荷主の圧力が

強いから実態に合わせた規制にしなければ守れないと主張したことを認めてしまっ

たもので、全体としても不十分な総拘束時間の短縮とあわせ、実効ある労働時間短

縮の趣旨を逸脱したものになっています。 

 とりまとめた報告では「令和６（2024）年４月以降の上限規制及び改正後の改善

基準告示の適用後の運用状況を把握することとし、これらの適用後３年を目途に、

そのための実態調査の設計等を含め、見直しに向けた検討を開始することが適当で

ある」として、適用後の見直しに触れています。 

 専門委員会では、各委員から発言があり、ハイタク労働者委員は「休息期間が11

時間とならなかったことは残念に思うが、総拘束時間の短縮もふまえ、９時間の休
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息期間もそうたくさんできるものではないので了解した」と述べました。ハイタク

使用者委員は「使用者側の意見も聞いていただいて感謝している。歩合給で労働時

間短縮には抵抗があり、急速な変化は望まない。一定の時期には時間外労働の上限

を一般則720時間に合わせないと人が集まらないが、すぐは難しい」と早期の見直し

をけん制する発言がありました。トラックの使用者委員は「労働時間を縮めること

は重要と認識している」としながら「荷主の影響が大きい。商慣習の見直しがされ

ないと改善は難しい」と主張しました。 

 

 資料、改正案等は、以下の厚労省ホームページ参照 

 https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/shingi-rousei_126973_00001.html 

 

とりまとめ後のスケジュール 

○令和４（2022）年10月頃  労働条件分科会に報告 

○令和４（2022）年12月   改善基準告示改正 

→ 改正後速やかに、周知、荷主対策を実施 

○令和６（2024）年４月～  時間外労働上限規制（年960 時間）の適用 

改善基準告示の適用 

 

「改善基準告示」見直しのポイント 

厚生労働省労働基準局監督課 
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